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 公表所管課長（総務部総務課長） 様 

 

上水道課長 紙 崎 順 一    

 

会  議  要  録 

 

名 称 令和５年度 第４回 西予市上下水道事業経営審議会 

事 務 局 

西予市建設部上下水道課 

電 話 0894-64-6411 

ＦＡＸ 0894-62-6564 

開 催 日 時 令和５年 10 月 31 日(火) ９:30～11:05 

開 催 場 所 西予市役所 ５階 大会議室 

出席者 

委 員 

羽鳥剛史、佐藤恒夫、井関陽一、松本由美、宇都宮利行、

河野壽克、菊地由嘉、正司哲浩、谷本英樹、山本裕二、矢

野妙子、西村正弘、米木恵子（欠席委員２名） 

その他 オブザーバー１名 

事務局 
建設部長、上下水道課：課長、課長補佐２名、係長以下職

員５名、各支所産業建設課職員４名 

議事内容(要旨) 

１ 開会 

２ 会長挨拶 

３ 協議事項 

（１） 答申の検討について 

〇事務局説明 

〇質疑応答 

・委 員 料金や使用料等の文言に統一性がないので、言

葉の整理が必要ではないか。 

・事務局 「水道料金」「下水道使用料」「農業集落排水処理

施設使用料」という文言で統一させていただく。 

・委 員 諮問に至った経緯や全体的な背景説明を「はじ

めに」の最初にして、そうした背景を受けて、こ

の審議会が設立され、諮問を受けたというよう

な流れに冒頭部分を修正してはどうか。 



・事務局 そのように修正させていただく。 

・委 員 下水道使用料の中に、「公共下水道使用料」と「農

業集落排水処理施設使用料」を分けて記載する

かたちにした方がいいのではないか。 

・事務局 そのように修正させていただく。 

・委 員 付帯意見の中に、公共下水道の加入率アップに

向けて積極的に取り組まれたいという点を入れ

ていただきたい。 

・事務局 追加させていただく。 

・委 員 酪農家をはじめ、大口使用者への配慮について

は、これまでの審議会で多くの意見が出たので、

追加していただきたい。 

・事務局 公平性や節水の観点から、水道事業として対応

することは難しいが、市として動向を注視する

といった表現で付帯意見に追加させていただ

く。 

・委 員 「投資財政計画」や「給水区域別（旧町別）財政

推計」を別紙資料として添付すべきではないか。 

・事務局 投資財政計画は、様々な推計の細かなデータに

なるので、前回の審議会資料の旧町別シミュレ

ーション比較表を別紙資料として添付させてい

ただく。 

・委 員 超過料金の旧町間での格差是正については、賛

成が 100%ではなかったので、「統一する必要が

あるとの意見が大数を占めた」という書き方に

した方がいいのではないか。また、負担を軽減

するため、令和６年度の改定では、旧町ごとの

料金設定を維持するという文言を追加した方が

いいのではないか。 

・事務局 そのように修正させていただく。 

・委 員 下水道使用料の別表の「料金」は「使用料」、「１

使用月」は「１箇月」にすべきではないか。 

・事務局 そのように修正させていただく。 

・事務局 本日ご意見のあった点を修正して、答申書を正

式に作成し、後日、委員の皆様に送付させてい

ただく。なお、市長への答申は、11 月２日に審

議会を代表して羽鳥会長から行っていただく予

定。 

 



（２） 住民説明会について 

・事務局 上下水道料金改定に関する住民説明会は、上水

道・下水道区域外の城川を除き、各旧町単位で

市が実施する予定。開催の周知は、広報せいよ

12 月号と防災行政無線により行う。まだ作成中

ではあるが、住民説明会用の資料を本日配布し

ているので、ご質問やご意見があればお伺いし

たい。 

〇質疑応答 

・委 員 水道料金改定条件（最重要課題）で、国庫補助採

択を受けるために 10 ㎥当たりの水道料金を全

国平均以上にすることがあるが、なぜ補助金を

受けなければならないかの説明が重要。 

・事務局 管路の更新及び耐震化を図っていくためには、

多額の費用がかかり、使用者の水道料金のみを

財源にして実施するのは困難なので、財源確保

の点から国庫補助事業を活用し、少しでも財政

的に有利な方法をとった上で実施していきたい

という考え。市民の方の納得が得られるよう説

明させていただく。 

・委 員 独立採算制の原則は重要なこと。水道事業は公

営企業だから、要は自分のところで賄わないと

いけないという話だから、文字をもっと大きく

するように。 

・事務局 大きく強調するように修正させていただく。 

・会 長 市民の方への説明のスタンスとして、まず、今

の経営状況が非常に厳しいという背景をちゃん

と伝えることが大事。その上で、料金を厳しく

値上げする必要があるが、市民の皆さんの生活

への負担が余りにも大きくならないよう配慮す

るため、段階的に料金改定をしていくという説

明の流れにした方が納得していただけると思

う。 

 

４ 閉会  

 

備 考  

 


